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論 文 内 容 の 要 旨

(t,x)E Rn'1,x-(x1,--･,Xガ)とし,原点の近傍で定義された一般な偏微分作用素

p(i,x;嘉,録 急 tl.m a緑 t頑 基)瑠)3.
を考える.ここで t-0は非特性的であるとし, したがって am,0-1と俊足する｡鼠点の近傍で,t-0

を初期面とするコ-シ-問題

(1)P(t･x;A ,A)u(t･x)-i(i･x)

(2) (A)ju(o･x)-u,･(x), oくjく--1
を考えるO次の事はよく知られている.原点の近傍で定義された任意のCco-データ (uJ･,I)に対して,

解 u(t,x)が原点の近傍で一意的に存在するためには,原点でのPの特性方程式

pm(0,0'T,E)誓 .=α:=m aj-(0,0)EaF''=0

の檀 T-lj(E)が任意のEに対してすべて実であることが必要である｡ これが Lax-Mizohataの定理と

よばれるものである｡

ところで,係数が解析的である場合は,Cauchy-Kowalgwskyの定理によって,上記の条件とは無関係

に,データ (uJ･,i)が解析的であれば解が一意的に存在するOさらに一般に,解析的クラスを直接広げた

Gevrey関数族についても1960年代以降種々の仮定のもとで解の存在が示されるようになった.ここで一

般にf(a)がクラス S(>1)の Gevrey関数族に属するとは,
IDafCx)卜<Cα!sK桝 当

が任意の郎こ対してなりたつときをいう｡これを γ(S3 とかく｡

主論文では次の基本的な定理がまず示されている｡鼠点での特性方程式が 書- 書0に対して,k個の実根
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と (--k欄 の非実根をもつとするo(kく--1とする)言 のとき 九-0の*USC-で凋)''u(o･x)
-0(0<3'毒:A-1)をみたすものをとれば,(0,50)紘

7rt-1

UWFs(Dtju(0,x)))zkk
に属さない｡ここで WFsは γ(S)の意味での波面集合を示すO この証明の方針は次のように要約される.

pを楕円部分とそうでない部分 (粗くいって双曲部分)との横に癖数分作用素の範囲で (漸近的な意味で)

分解する｡この際,同じγ̀S)の中での分解になっていることが BoutetdeMonvelとKreeによる解析

を参考にLながら詳しい計算によって示されている｡ついで楕円部分に対してほ Gevreyの意味におい

ても準楕円性がなりたつことの証明に立ち戻って推論が行われているO

コ-シー問題の適切性については次の定義が採用されている.係数 a)･αはすべて γ̀S'にぞくするとす

るO コ-シー問題が γ(S)の範囲内で適切であるとは,原点のある近傍Dがあって,任意の初期データ

γ(8′)(V)に対して,一意的な(1)-(2)吟解 y(i,-x)EC抄(D)が存在するときをいう｡上記の基本定理から,

γ(S)の意味でのコ-シー問題が適切であるためには特性根がすべて実であることが必要であることが導か

れているOこのことをS=1の場合に適当してみると,Cauchy-Kowalewskyとの関係も明らかにされて

いる｡

参考論文1,2は弱双曲型方程式に対するヨーシー問題を論じたものであるo特性板は高々2重である

が,それらの多重度の一定は仮定しないで,Levi関数の挙動に関する一般的な佼定から解の一意的表在

がしたがうことが示されており注目すべきものである｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

主論文のとりあつかっている問題は微妙な問馬であるO特性根がすべて実である方程式 (広義双曲型方

程式)において,係数にある程度のGevreyclassに関する制限を設ければ,データがまた適当なGevrey

classに属していれば,解が一意的に存在することが明らかになってきた.反面,Cauchy-Kowalewsky

の定理は,すべてが解析的であれば特性根についての制限はいらないことを主張しているO 主論文は,

Gevreyclassで考えるときには特性板が実であることがやは､り必要であることを主張している｡

所でこの問題は Coo-データに対する問題とくらべた場合,見かけ上は類似の推論が有効であるように

思われるが,実際にはかなりかけ離れた問題である.これらの差異を見抜いて,新しい視点に立ち問題を

取り扱っている点に申請者の秀れた創意が昇られる｡

基本定理の方法を見ると,

P(i,x;T,E)-(Tk+EaJ'(i,x;缶k-1')o(Tm-A+Ebe'(t,x;E)T桝-k~つ
J i

と (漸近的な意味で)作用素を分解した場合,第2項の楕円型作用素の,y'S'の作用素としての, くわ

しい評価が必要であり,さらにその道作用素の評価も必要になるが,巧みな計算によってこれが遂行され

ているo Dt)'u(0,x)-0(0<jくh-1)と逆作用素を用いて, Dtku(0,x,),-州,Dt細~lu(0,xjの局所化さ

れた Fourier像の性質が導かれるのであるが,手法そのものにも興味があり,得られた結果と共に,こ
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の方面の発展に寄与する所が大であると思われる｡

よって申請論文は理学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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